












詠』 （安永九年・一七八〇）である。 『晞髪偶詠』は上下二巻から成り、下巻には歴史上の人物を題とする七言律詩百首をおさめる、詠史詩の流行を先導したというべき作品である。百首のうち、王朝時代（かりに平安遷都以降、保元の乱までとしよう）の人物を詠んだ漢詩が、およそ三分の一を占める。 「嵯峨隠君子」 、 「坂上大納言田村」 （坂上田村麻呂） 、 「良岑大納言安世」 （良岑安世） 、 「逢坂隠士蝉丸」 （蝉丸）などがそれである。　
この比率は、低いものではない。明治十六年に刊行された大沼枕山『日本詠史百律』をこれと比較してみよう。 『晞髪偶
詠』下巻と同じく百首の七言律 をおさめるこの詩集に、王朝時代の人物を詠んだ漢詩は 「菅公」 （菅原道真）と「菅三品」 （菅原文時）の二 をおさめるに過ぎない。　
江戸時代後期（および明治初期）には多数の詠史詩集が刊行されたが、そのなかで王朝時代の人物を多く詠んだものとし
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二つの詩集に詠まれたのは二十二 。すなわち空海・藤原冬嗣・嵯峨隠君子・在原業平 藤原基経 源融・蝉丸・三善清
行・平将門 藤原忠文・平貞盛・藤原兼家・藤原秀郷・藤原利仁・藤原道長・藤原実資・能因・源頼義・清少納言・源隆国・丹波雅忠・源経信である。ただし嵯峨隠君子については問題があるので、五章でも触れる。　
試みに『平安時代史事典』 （平成六年、東京、角川書店）をひもといてみよう。 「藤原道長」の解説に七十七行（ 「史料」




























































物語は知らるるか、いかん」と。答へて云はく、 「知らず」と。語られて云はく、 「尤も興有ることなり。件の日は村上と文時と相互に相論の日なり。件の御製に云はく、 『露濃やかにして緩く語る園花の底。月落ちて高く歌ふ御柳の陰』と作らしめ給ふを、文時、 『西楼に月落ちて花の間の曲。中殿に灯残っ 竹の裏の音
こゑ
』と作りたりければ、主上聞こし
めして、 『我こそこの題は作り抜きしたれ 思ふに、文時の詩またもって神妙なり』と仰せられて、文時を召し、御前に近づけ 偏頗なく我が詩の事 憚 なく難の有無を申せ』と仰せらるるに、 （略）蔵人頭を召して仰せらる やう、 『もし文時この詩の勝劣を申さず、実に依りて申さしめずは、今より以後、文時の申す事、我に奏達すべからず』と仰せらるるを聞きて、 申して云はく 実には御製と文時が詩と対座に御
おはしま
座す』と申すに、 『実に誓言を立つべ



























































































































































































































































































桓武天皇と蝦夷征伐を詠んだ「城井沢」 、藤原一族の台頭を詠んだ「髫齓天皇」 、菅原道真を詠んだ「賢聖障子」 、醍醐天







































































































































子なり。初幼、父の遊に随ひ 京に帰る。頗 弓馬を好み学 事とせず。後、慙悔し学に志す 十三にして文章を試み及第す。官、参議に至る） 。篁曰く「聖製、遥を改めて空に作らば更に妙なり」 。帝驚きて曰く「此れ楽天が句なり。本と已に空に作る 聊か卿を試みる 乃ち卿が詩情、已に白氏と同じきに至るか」 。
　
二章でみた菅原文時の逸話も、巻二（文学）におさめられている。




































































































説明でき 詠史詩も多い。し し反対に在原業平や小野小町が王朝の有名人でありながら、必ずしも詠史詩で多くは詠まれていないのは、彼らの逸話が『大東世語』 見えなかったからであるという可能性も考えられよう。　
かつて日野龍夫は 我が国の歴史に取材した漢詩が林鵞峰にあることに関連し、次 ように書いたことがある。


































































11）　「 『大東世語』論（その一） 」 （ 「東洋文学研究」
17号。昭和四十四年三月）八二～九九頁、 「 『大東世語』論（二） 」 （ 「中国古典研究」
16























才子菊花の篇」 。 「茂光」は、晋の張華（ 『博物誌』の著者）の字。 「城西公府」は、隠君子の住む嵯

















物記が多数書かれたことは、本間洋一「 『本朝蒙求』剳記」 （ 「同志社女子大学／学術研究年報」
53巻、平成十四年十二月、一七六～二〇
六頁。のち『本朝蒙求の基礎的研究』大阪、和泉書院、一～三五頁に再録）に詳しい
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